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作付作物：トウモロコシ 販路：物産館、ＪＡ直売所、個人への直

売

活用した事業: 農林水産省 農村集落活性化支援事業
独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金

【 宮崎県五ヶ瀬町 】

 棚田百選のひとつ「鳥の巣棚田」を再生

        －地域住民とボランティアによるトウモロコシ栽培－

主体：宮本 紀昭・ＮＰＯ法人五ヶ瀬自然学校 

○概要

 宮本紀昭氏を中心とした「しゃくなげ山遊会」のメンバー７人（地域住民）とＮＰ

Ｏ法人五ヶ瀬自然学校が棚田百選にも選定されていたものの、荒廃していた「鳥の巣

棚田」を再生し、「トウモロコシ」の栽培に取り組んでいるもの。  

農作業は高千穂郷・椎葉山フットパス等への参加者等に呼び掛け、「鳥の巣棚田体

験農園」として定植や収穫作業等の体験として実施している。

栽培したトウモロコシは「老い知らず」と名付けて地元の物産館やＪＡ高千穂の直

売所に出荷、販売。無農薬で味も良く、口コミで個人への直売が増加している。



 五ヶ瀬町は宮崎県の北部に位置し、町の面積の８０％以上を山林が占めている。

 町の基幹産業である農業は特に水稲の栽培と畜産が盛んであり、２０１５年１２月に

は「高千穂郷・椎葉山の山間地農林業複合システム」として、国際食糧農業機関(FAO)に
より世界農業遺産に認定されている。

しかし、農業従事者の高齢化と後継者不足から耕作放棄された農地が増加している。

 町の北部、熊本県境に近い三ヶ所地区にある「鳥の巣棚田」は、棚田百選にも選ばれた

美しい棚田であったが、耕作者の高齢化と

後継者不在のため、７年前まで耕作放棄さ

れた荒廃農地が目立ち、景観を損ねていた。

これを見かねた地元農家の宮本紀昭氏が

山登りをきっかけに知り合ったＮＰＯ法人

五ヶ瀬自然学校の杉田理事長の協力を得

て、平成２７年から荒廃農地の再生に取組

を開始、ＮＰＯ法人五ヶ瀬自然学校の実働

部隊である株式会社五ヶ瀬自然農園が荒廃

農地２６アール、７筆の所有者と１０年間の

利用権設定を行い、作業に必要な大型トラクター等、貸出しを受けるなどして農地への再

生の支援を受けた。

再生作業は、宮本氏を中心とした地元住民で作る「しゃくなげ山遊会」のメンバー７名

（７０代）とＮＰＯ法人五ヶ瀬自然学校スタッフが共同で行った。

作付けする作物は、宮本氏が戦時中食べたかったもので、栽培期間が短く、手間がかか

らない「トウモロコシ」を選定した。

 無農薬で栽培することから、収穫後の茎も牛の飼料として利用している。  

栽培の初年度は在来種とゴールドラッシュ

という品種の２種類を作付け栽培したが、交

雑して品質が悪かった。翌年からはその失敗

を基に、栽培品種を生でも食べられる果物の

ようなトウモロコシ、「スイートコーンゴール

ドラッシュ」という品種に絞って栽培。一昨

年、地域学習で見学に訪れた学生が考案した

「老い知らず」というブランド名で販売を行

っている。

荒廃農地の再生にあたっては、棚田であったことから雑草や雑木に覆われていた本地

はもとより、法面（土手）の作業が特に大変であり、傾斜地での作業は困難を極めた。

１．地域農業の状況と荒廃農地発生要因

２．取組内容

〔再生前の農地〕

３．取組の効果

〔再生後の農地〕



しかし、根気よく作業を進め、約１年で農地に再生、美しい景観を取り戻すことができ、

また、その土地で無農薬栽培したトウモロコシは甘く、口コミでの購入やリピーターが増

加している。

荒廃農地を再生した地元住民で作る「しゃくなげ山遊会」のメンバーはいずれも７０

歳を超えており、高齢を理由に作業に加わるメンバーが減少している。

中心メンバーである宮本氏も８２歳となり、来季以降作業に加わることができるか見

通しが立たなくなってきた。

 作業ボランティアの力だけでは限界があ

り、せっかく再生した棚田を二度と荒らさな

いためにも今後作業をメインとなって関わ

る人物を発掘することが急務となっている。

 ＮＰＯ法人五ヶ瀬自然学校の杉田理事長

は、「例えば町外からの新規就農者が参入し

易い環境作りとして、住宅の確保、農業収入

のシュミレーション等、行政を巻き込んだ取

組が必要」とこの取組の継続を模索してい

る。

○問い合わせ先  ＮＰＯ法人五ヶ瀬自然学校 杉田理事長

 ℡：0982-73-6366  

４．今後の課題・方針

〔再生後の農地〕

【写真左宮本紀昭氏としゃくなげ山遊会の３メンバー】


